
回答）
１．汚濁防止膜の規格は、単独フロートΦ300、カーテン生地引張強度(N/3cm)1000未満

とし、積算資料、建設物価（以下、「物価版」という。）の平均値を採用しております。
今回は、丈長9mのカーテンを使用するため、物価版に記載がある丈長7mの基本料、

１日あたりの賃貸料金に、丈長1m増しごとの加算額（2m分）を足して、単価を算定して
います。

なお、賃貸期間は18日とし、延長60m（20m×3スパン）分を計上しています。

２．現場管理費率、一般管理費率の対象としています。


